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血清ペプシノゲン検査による胃がん検診受診勧奨事業の

効果と実現可能性の検討

黒澤美智子 菊地 正悟

有末 太郎 深尾 彰

目的　老人保健事業の胃がん検診受診者数はここ数年伸び悩み，効果的対策の必要性が認識されている。わ

れわれは老人保健法による現状の健康診査システムの枠組みの中で血清ペプシノゲン検査法を用いて胃

がん検診受診を勧奨する事業を考えた。胃がん検診を受けない基本健診受診者を対象に基本健診時にペ

プシノゲン検査を行い，高危険群とされた対象者を中心に胃がん検診受診を勧め，胃がん検診受診率を

上げようとするものである。

方法　今回はその効果を推定するために，19の市区町村に質問票調査を行い，受診者数増加の推計，および

費用効果について検討した。また実施可能性を探るため，同市町村を通じて，基本健康診査を受診して

胃がん検診を受診していない人を対象に「血液検査で胃がんのリスクが高いとされた場合に胃がん検診

を受けるか」等の内容で質問票調査を行った。

結果　胃がん検診を受けない基本健診受診者数/胃がん検診受診者数の比は0.61であった。また，高危険群

を基本健診時にペプシノゲン検査を受けた対象者の40％に絞って，胃がん検診受診を勧め，その60％

が実際に受診した場合，現在よりも胃がん検診受診率は14.7％，約1.15倍増加することが推定された。

発見胃がん患者数は増加し，1例の胃がん発見にかかる費用は変わらないことが推計された。

　基本健康診査を受診して胃がん検診を受診していない人を対象に行った質問票調査の結果，血液検

査で胃がんのリスクが高いとされた場合に「受診を考える」と答えた人は82％と高率であった。基本

健康診査を受診する人は，血清検査結果などの動機づけがあれば，がん検診を受診する可能性が示さ

れたといえる。

結論　胃がん検診を受けない基本健診受診者を対象に現行の健康診査システムの中で血清ペプシノゲン検査

を行い，高危険群に胃がん検診受診を勧めた場合，受診率は現在より約1.15倍増加することが推定され

た。発見胃がん患者数も増加し，費用効果も悪くないことが推定された。また，基本健康診査を受診す

る人は，血清検査などによる動機づけがあれば，がん検診を受診するようになる可能性も示された。
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